
朝霧中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書） 資料２

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはまる

事業
評価（目標を達成できたか？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にその先に最終的にこうなってほしい

（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

1.認知症の正しい理解の啓発⇒キャラバ

ンメイトやシルバーサポーターと協働

し、地域住民に対して実施した。
認知症 継続

2.上記の取り組みの際に早期発見・予防

の重要性を伝えた。

医療介護連携

地域ケア会議

包括的継続的

継続

3.住民参加の地域ケア個別会議の実施 地域ケア会議 地域ケア個別会議は未開催。 専門職と住民の連携ができてお

り、今年度は開催に至らなかっ

た。

民生児童委員より問題の

小さな段階から連絡があ

り、対応ができている。

中止

4.成年後見制度・高齢者虐待予防の周知 権利擁護 令和5年11月27日開催の民生児童委員・介護

支援専門員との交流会で成年後見・権利擁護

について周知を行った。

権利擁護について、身近にあるこ

ととして意識は高まったが、高齢

者虐待の通報に抵抗がある専門職

もいることがわかった。

民生児童委員・住民・介護支援専門

員が連携して住民の変化に気づき必

要時にセンター等に相談ができる。

居宅介護支援事業所の巡

回を通して出た意見をも

とに介護支援専門員や介

護サービス事業者等を対

象に勉強会を開催する。

継続

5.消費者被害の予防啓発 権利擁護 ・地域の自治会長が集まる会合や地域サロ

ン、自主活動グループにセンターが出席、消

費者被害予防啓発チラシを配付し啓発を行っ

た。

・消費者被害については、まちづ

くり協議会の役員会、理事会で毎

月防犯協会からも情報提供されて

おり、住民の関心は高い。

・地域住民が消費者被害に遭わない

ように、地域住民同士で声をかけ

あったり、地域住民が被害にあった

と思われるときに速やかに相談窓口

につながることができる。

啓発の出来ていない高齢

化率が高い地区を対象に

啓発活動を行う。

継続

6.相談窓口の周知継続

⇒地域のイベントや会議に出席した際や

上記の取り組みの際に啓発を行った。ま

た、年2回発行のセンター広報紙でセン

ターの役割や取組の広報を行った。

総合相談 ・地域のサロンや自主活動グループ、高年ク

ラブ、敬老会などの集いの場に出席、セン

ター業務を説明、広報を行った。

・個別事例訪問時に広報紙を配布し、セン

ターの役割を周知した。

・センターを知っている住民が増

えているが、どのような相談がで

きるのかがわかりにくいとの声を

聞いた。

・住民が生活の困りごとがあったと

きに、適切な相談窓口につながる。

・引き続き啓発活動を行

う

・自治会長へのセンター

の役割を周知する。

継続

・キャラバンメイト・シルバーサ

ポーターが積極的に認知症啓発活

動に関わって頂けることが分かっ

た。キャラバンメイト・シルバー

サポーターが主体的に活発になる

機会をつくることで、より活動的

になるのではと考える。

・キャラバンメイト・シルバーサ

ポーターを中心とした「チームオレ

ンジ」の立ち上げと自立した活動が

できる。

・キャラバンメイト・シ

ルバーサポーターの主体

的な活動を後方支援、住

民自身が認知症理解を発

信できるようになる。

・認知症予防だけでな

く、認知症ご本人や家族

の思いを知る講座を開催

し、自分事として考える

機会を増やす。

・小学校と連携し子ども

向けのオレンジサポー

ター養成講座を開催する

ことで、あわせて保護者

世代への啓発を行う。

朝

霧

中

学

校

区

自分自身の認知症予防には関心が

あるが、認知症である本人やその

家族に対する関心は低いことが分

かった。

・住民が認知症を正しく理解し、主

体的にあいさつ、声掛け、オレンジ

サポーター養成講座等の認知症理解

を進める活動に参加する。

・若い世代が認知症のことを理解

し、地域の高齢者の生活に関心を持

ち、あいさつ、声掛けが住民同士で

行える。

・朝霧校区の人権啓発推進員と連携し小地域

単位での認知症学習会を開催。高齢化率が高

い、センターに相談が多いエリアを重点地域

と考え、松が丘１丁目、2丁目、４丁目、5丁

目、朝霧台、中朝霧丘、東朝霧丘、大蔵谷清

水、朝霧3丁目地域を対象に10回、実施し

た。

・松が丘小学校・朝霧小学校でオレンジサ

ポーター養成講座を各1回開催した。

「

認

知

症

で

す

。

」

と

言

え

る

ま

ち

づ

く

り

・令和5年10月28日、松っ子まつりでキャラ

バンメイト・シルバーサポーターが協働し小

学生や保護者を対象として認知症啓発活動を

行った。令和5年7月以降、キャラバンメイ

ト・シルバーサポーターが毎月1回、松っ子

まつりでの認知症啓発の話し合いをすること

でチームとしてのまとまりが出来た。



朝霧中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書） 資料２

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはまる

事業
評価（目標を達成できたか？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にその先に最終的にこうなってほしい

（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

生活支援体制

整備

継続

一般介護予防

認知症

一般介護予防

権利擁護

その他

県

営

松

が

丘

自

治

会

、

明

舞

南

県

住

自

治

会

『

ハ

ン

ド

イ

ン

ハ

ン

ド

』

１.明舞南県住自治会

・個別訪問でアンケートをとることで

困りごとやニーズを住民自身が知るこ

とができる。

2.関係形成のために健康教室やイベント

を開催し、孤立予防をする。

➀明舞南県住の建て替え工事が完了し10

月中に住民が入居した。住民同士の関係

構築が出来ていない状況でアンケート調

査は時期尚早と判断。住民のキーパーソ

ンとの関係構築のため、センター地区担

当と住民のキーパーソンで座談会を開

催、地域で気になることやつながりづく

りについての思いをヒアリングした。自

治会長にセンターとの交流を打診し、1

月23日に新しい集会所で座談会を開催し

た。

明舞南県住の高齢化が進む中で

新旧の住民の新しいコミュニ

ティづくりが必要と考えるが、

センター主導で住民への個別ア

ンケートはハードルが高く、住

民の抵抗感があると思われた。

座談会の中でもセンターの役割

の周知が話題となっていた。建

替え前の集会所の時から続いて

いる集いの場に訪問、センター

の役割を周知することが必要で

あるとわかった。

・新旧住民が顔の見える関係が

出来、生活の困りごとをお互い

に支え合うことができる。

・困りごとがあるときに住民同

士で適切な相談窓口につなぐこ

とが出来る。

・住民のキーパーソン

と話し合いを進めなが

ら、すでにある集いの

場を活用した出前講座

を開催し、新旧住民の

交流のきっかけとなる

場を作る。

・センターの役割を周

知する。

２.県営松が丘住宅自治会

・住民同士のつながりの場を設ける

➁令和5年4月以降、「お茶会」サロンを

自治会が立ち上げた。月曜日：おしゃべ

り会と水曜日：カラオケを開催する。

・サロンは出来たが、参加者が

固定している。住民が気になる

人に声掛けしても参加しておら

ず、センターによる集いの場の

ニーズ把握が不十分であること

がわかった。

・困りごとがあるときは住民同

士で相談、助け合える関係がで

きる。

・住民が困った時に適切な相談

窓口につなぐことが出来る。

・地域の会合等でサロ

ンの状況を把握し、情

報収集を継続してい

く。

・住民よりサロン等の

情報を求められた際、

情報提供を行う。



大蔵中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほ

しい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

医療介護連携 継続

権利擁護

認知症

総合相談

地域ケア会議 継続

生活支援体制整備

包括的継続的 居宅介護支援事業所巡回 継続

一般介護予防 継続

地域ケア会議

総合相談
圏域の介護支援専門員の

交流会
継続

生活支援体制整備 継続

継続

認知症啓発について、自治会、

サロン等にアプローチを行い、オ

レンジサポーター養成講座、認

知症予防講座などを開催した。

シルバーサポーターやキャラバ

ンメイトが主体的にオレンジサ

ポーター養成講座、認知症啓発

等を行えるようサポートを行っ

た。

太寺4丁目自治会で4回、東人

丸町(にじの会)で1回、オレン

ジサポーター養成講座開催の

依頼があり実施した。

松が丘小学校でのオレンジサ

ポーター養成講座に、大蔵地

区のシルバーサポーターも参

加。シルバーサポーターと

キャラバンメイト間で自発的

に交流を行うことができた。

にじの会オレンジサポーター養成

講座終了後、参加者より「自分も

高齢のため他の人の支援ができる

と思えない。荷が重い」とオレン

ジリングとバッジを受け取れない

という申し出があった。

オレンジサポーターは認知症の理

解者であり、主体的に何かをしな

いという訳ではないと説明し受け

取って頂いたが、今後は参加者の

心理的負担にならない説明も心掛

ける必要がある。

太寺4丁目自治会会長に

は、全世帯の半数の方に

オレンジサポーターに

なっていただきたいとい

う思いがある。今後も継

続して太寺4丁目自治会に

アプローチを行う。

認知症の正しい理解を啓

発していくため、来年度

はチームを立ち上げるた

めの座談会を行う。

シルバーサポーター、キャラバンメ

イトが主体的にオレンジサポーター

養成講座の開催や自主的な活動がで

きるようになる。

圏域の主任介護支援専門員と

共に地域課題について、圏域

の介護支援専門員と社会福祉

士のつながりを強化するため

の話し合いを行った。

センター主催で圏域の介護支

援専門員同士の交流会を2回実

施、地域課題の聞き取りを

行った。また、民生児童委

員・介護支援専門員との交流

会を実施した。

介護保険サービスだけでは利用者

の生活全体をサポートしていくこ

とが難しい。介護支援専門員と民

生児童委員・住民との顔の見える

関係づくりが必要である。

介護支援専門員と民生児童委員、地

域のつながりができると共に地域住

民、商店等、地域の小さな助け合い

を知ることができる。

まちなかゾーン会議の取組み

で、生活課題の抽出アンケー

トを実施する予定だったが、

まちなかゾーン会議メンバー内

でアンケートの目的・内容に

ついて共通の認識が持てるよ

うにするため議論を重ねた結

果、生活課題抽出アンケート

は令和６年度に実施すること

になった。

令和５年度は、坂道の生活のしづ

らさに焦点を当てていたが、大蔵

地区の生活課題を把握する為、65

歳以上の高齢者を対象に生活課題

抽出アンケートを行うことになっ

た。

まちなかゾーン会議では、高齢者

の集い場づくりや見守り等の担い

手育成が課題ではないかとの意見

があったため、生活課題抽出アン

ケートに反映させていく。

大

蔵

中

学

校

区

み

ん

な

で

学

ぼ

う

認

知

症

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

地域住民レベルで、自らが認知症当

事者のサポーターであるという意識

が浸透する。

今後オレンジサポーターが若い世代

にも広がり、認知症にやさしいまち

になる。

民生児童委員と介護支援

専門員との交流会

まちなかゾーン会議メンバーととも

に生活課題抽出アンケートを実施す

る。生活課題を把握し、まちなか

ゾーン会議として、大蔵地区での取

り組み等の検討を行う。

住民、商店、事業所等の

見守り体制の現状把握、

支援を行う。

まちなかゾーン会議での

大蔵地区への生活課題抽

出アンケート実施、取組

の検討を行う。

小

さ

な

助

け

合

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト



大蔵中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほ

しい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

権利擁護 継続

認知症

総合相談 継続

包括的継続的

拡充

継続

介護支援専門員、介護サービス

事業所と顔の見える関係づくり

を行う。令和5年度はサービス事

業所を巡回を中心に実施した。

居宅介護支援事業所の交

流会での勉強会を行う。

専門職の方に対する高齢者虐待対

応研修会の実施

上半期の相談内容を踏まえてテー

マを決定する。

大

蔵

中

学

校

区

ス

ト

ッ

プ

閉

じ

込

め

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

地域に向けた高齢者虐待防止啓

発の方法を検討した。

上半期は、センターの主任介

護支援専門員が居宅介護支援

事業所の巡回を実施した。

センター主催で居宅介護支援

事業所の交流会を2回実施、困

難事例や地域課題の聞き取り

を行う。

下半期は、センターの社会福

祉士が、居宅介護支援事業所

への巡回を行い、権利擁護の

視点で支援のしづらさ等の聞き

取りを行う。

居宅介護支援事業所の困難事例や

支援のしづらさを聞きとることが

できた。特に複合多問題(8050等）

や、経済的問題事例を複数聞き取

る。次年度のセンターの取り組

み、研修会に生かしていく。

特殊詐欺被害の増加、住民向

け、専門職向けに特殊詐欺予防

の啓発、令和5年12月には、明石

警察と協働し、大蔵コミセン市

民講座にて住民に特殊詐欺の現

状と予防に関する講座を行った。

市民講座を大蔵地区で1回実施

し、25人が集まった。

特殊詐欺予防の啓発について、地

域住民・専門職への広報の効果測

定が難しい。だが、特殊詐欺被

害、未遂も含めて増えており、今

後も啓発が必要である。

特殊詐欺に遭わないように、住民同

士で声をかけあったり、被害にあっ

たと思われるときに速やかに相談窓

口につなげる。

ボランティア、地域住民

等の集まる場での啓発を

行う。

住民の集まる場、サロン等で高

齢者虐待防止の広報啓発を行っ

た。

居宅介護支援事業所・

サービス事業所巡回を行

う。

民生児童委員と介護支援

専門員との交流会を行

う。

民生児童委員と介護支援専門

員との交流会にて虐待、後見

制度について啓発を実施し

た。

民生児童委員と介護支援専門員と

の交流会では虐待、後見制度の啓

発にとどまっており、グループ

ワーク等を通して地域住民の異変

に気付く視点を共有していきた

い。

センター、民生児童委員、専門職と

の顔の見える関係づくりと共に地域

住民の小さな異変に気付き、どのよ

うな場面で相談を行ったらよいか共

通の視点を持ち、理解できるように

する。

地域住民や民生児童委員が住民の異

変に気がついたとき、センターに相

談をすることができる。

民生児童委員と介護支援

専門員との交流会を行

う。



錦城中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）

対象 プロジェクト名
やったこと、実績

、計画した課題①

当てはまる事

業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）
やってみてわかったこと、残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほしい

（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

継続

認知症

総合相談

権利擁護

生活支援体制

整備

・若年層が参加しやす

いように土曜日に開催

をする。

・事前の打ち合わせに

キャラバンメイト、学

生（福祉科）などに参

加してもらう。

・広報の方法を工夫す

る。（自治会の掲示だ

けでなく、地域の催し

でチラシを配布するな

ど）

・認知症当事者の方の

話を聞く機会を設け

る。

錦

城

校

区

全

体

認

知

症

に

つ

い

て

何

か

で

き

な

い

会

・認知症になってもならなくても

暮らしやすいまちづくりを目指し

て、認知症について関心がある方

が集まり、思いを共有し、(仲間と

して)つながりを持つことができた

り、何らかの活動に繋がるような

催し「認知症について何かできな

い会」を計画する。

・認知症当事者の話を聞くこと

が、目標達成に向けて有用である

ことからピアサポーターの活用に

至る。

・企画会議にキャラバンメ

イトにも参加してもらうこ

とで、ともに会を作ること

ができ、活躍の場の一つと

なった。

・地域ボランティア活動者

同士のつながりの場が提供

できた。

・参加者が認知症当事者の

方の話を聞くことで認知症

への理解を深めることがで

きた。

・当日22名の参加者を得

た。

・支援者としての立場で参加する方がほとんど

だと思っていたが、当事者とその家族の参加も

あった。介護の抱え込みを予防する効果もある

ことがわかった。

・認知症当事者の方の話を聞くことで、自分が

認知症と診断されたときの場面をイメージして

考えている方が多く、我が事として考えてもら

うことにつながった。

・「認知症について何かできない会」の継続開

催を希望される声が多かった。

・高齢者の参加割合が多かった。暮らしやすい

まちづくりのために、もっと幅広い年齢層の住

民参加が望ましい。今後の周知及び参加促進へ

の工夫が必要である。

・さらに地域において認知症の理解

者が増える。

・幅広い年齢層の人にも「認知症に

ついて何かできない会」に参加して

もらう。（特に若年層）

・「認知症について何かできない

会」が、もっと参加者の意見を反映

した、満足度の高い会になる。



錦城中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象 プロジェクト名
やったこと、実績

、計画した課題①

当てはまる事

業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）
やってみてわかったこと、残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほしい

（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

包括的継続的 継続

生活支援体制整備

市域課題へ

包括的継続的

医療介護連携

包括的継続的 終結

権利擁護

錦

城

校

区

全

体

支

援

者

同

士

の

繋

が

り

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・10月10日に介護支援専門員と民

生児童委員の交流会を開催した。

・1月11日に明石市東部地区の介

護支援専門員と医療機関の交流会

を開催した。

・介護支援専門員と後見支援セン

ター等との連携において、問題を

抱えている事例は確認されなかっ

た。

・民生児童委員12名、介護

支援専門員16名が参加し、

それぞれの活動内容につい

て説明を行い、その後、よ

り良い連携をテーマに意見

交換を行い、お互いに連携

したいという意向が確認で

きた。

・介護支援専門員19名、医

療関係者より28名が参加

し、低栄養をテーマに小グ

ループで話し合いを行い、

各専門職が携わった事例の

共有や防止のための取り組

みについて活発な意見交換

をすることができた。今後

も実施してほしいという要

望が確認できた。

・介護支援専門員と後見支

援センター等との連携にお

いて、問題を抱えている事

例は確認されなかった。

・個人情報保護の壁があり、本人の同意が取れ

ない場合の連携が難しい現状を共有した。連携

した経験のない民生児童委員、介護支援専門員

がいることが確認できた。

担当者が変わった時や、対象者が入院した際な

ど、連携のタイミングについて共有した。

・基幹病院と連携する事業として、本部（市

域）に取り組みを引き継いだ。

・介護支援専門員支援を通して、後見支援セン

ターとの連携において問題が確認された際に

は、取り組み等について検討する。

・民生児童委員と介護支援専門員が

顔見知りになり、必要な場合に連携

できる。

・民生児童委員と介護

支援専門員の交流会を

継続して開催する。



衣川中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業
評価（目標を達成できたか？達成状況） やってみてわかったこと、残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなっ

てほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

認知症 継続

包括的継

続的

生活支援

体制整備

総合相談
継続

一般介護

予防

王

子

小

学

校

お

互

い

様

と

い

う

声

が

あ

ふ

れ

る

地

域

づ

く

り

・地域住民が認知症についての理解を深めるた

め講座を行った。

・民生児童委員やボランティア団体等、セン

ターや他機関との関係づくり（課題等の情報共

有）の場を計画した。

・個人向けオレンジサポーター養成講座

を9月15日に実施し、16名の参加があっ

た。

・介護支援専門員と民生児童委員との交

流会実施に向け、民生児童委員協議会会

長と打ち合わせを実施。センター圏域で

の開催ではなく、衣川地区として取り組

むことに決まった。

南

王

子

地

区

安

心

感

育

み

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・一人暮らし台帳及び、センターで対応する一

人暮らしの方に関する相談から現状・問題を把

握し健康課題の整理を行った。

・あかし保健所の保健師が講師となり,老人性う

つ等をテーマに介護予防教室を実施した。その

中で、参加者同士での意見交換の機会を設け

た。

・健康課題として、整形外科疾患(骨折・

狭窄症等25％）、認知症(18％)が生活の

支障に関連しているという現状が確認で

きた。

・生活課題としては、不眠、低栄養等が

散見された。

・まちなかゾーン会議主催の介護予防教

室にて、うつ病とうつ病予防等に関する

情報提供をした。

・整形外科疾患・認知症に関する情報提

供を行えていない。

・一人暮らしの方は、もし自宅で倒れた

ら誰に助けてもらうのだろうと不安の声

があった。また、うつ予防をはじめ、一

人暮らしの備えについて知りたいとの声

があった。

・認知症予防や認知症の方への対応につ

いて関心が高い意見があった。

・介護支援専門員と面識のない民生児童

委員がいると確認した。

・多くの民生児童委員に参加してもらう

ために、交流会について民生児童委員協

議会の定例会と同日の実施の提案があっ

た。

・認知症について理解してい

る人を増やし、認知症の人が

サロンや地域の集いの場に可

能な限り通い続ける事が出来

る。

・一人暮らし高齢者等の地域

自立生活に向けて民生児童委

員と介護支援専門員が手を携

えられる。

・個人向けオレンジサ

ポーター養成講座を実

施する。

・民生児童委員と介護

支援専門員との交流会

を実施する。

・一人暮らし高齢者などが自

分なりの予防や終活が行え

る。

・一人暮らし高齢者等

の備えとして以下の情

報提供を行う。

・もしもの備えシート

・救急れんらくばん

・整形外科疾患や認知

症に関する予防等の基

礎知識ほか



衣川中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業
評価（目標を達成できたか？達成状況） やってみてわかったこと、残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなっ

てほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

継続

総合相談

一般介護

予防

生活支援

体制整備
終結

・サロン参加者をはじめ、住

民がセンターの役割を知り、

健康などの問題を抱える地域

住民にセンターを紹介でき

る。

・センターチラシの改

訂版を活用する。

・高齢者にこだわら

ず、幅広い世代に向け

センターの役割機能を

周知する。

・サロンの場を活用

し、実際に相談を受け

る機会を設ける。

サロン利用者が増え、足腰を

鍛える住民も増える。

サロンで足腰を鍛えるプログ

ラムが継続される。

サロンで足腰を鍛える

プログラムの継続を確

認する。

加えて、飽きずに継続

できるように足腰を鍛

える新たなプログラム

情報の提供などを行

う。

・広報紙の掲載を断念したことがセン

ターチラシの改訂版を作るきっかけと

なった。

・サロン参加者の多くがセンターについ

て知っていたが、その機能については知

らない人が多かった。

・子育てをされている方や将来介護をす

る可能性のある若い世代がサロン運営に

携わられている。

港

町

・

岬

町

周

辺

足

腰

き

た

え

て

出

か

け

よ

う

・地域住民代表者と解決策を検討する。

・買い物に行ける足腰維持を目指した健康教室

やインターネットショッピングができるように

なるためのスマホ教室などを開催する。

当該地区のサロンで、足腰を鍛える運動

などの情報を提供した。その際に、ス

マートフォンの利用実態について参加者

にアンケートをとった。

足腰を鍛える運動などの情報提供がきっ

かけで、サロンで運動のプログラムを継

続して行うようになった。

結果、多くの方がスマートフォンを利用

しておらず、近くに住む家族等が買い物

をしてきてくれていることが分かった。

林

地

区

気

軽

に

相

談

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・まちづくり協議会の広報紙にセンター紹介文

を掲載することについてコミセン所長へ相談し

了解を得た。

・サテライト相談実施会場についてまちづくり

協議会事務局に相談し、実施についての賛同を

得た。

・サテライト相談の実施について活用できる場

所がないか、林校区まちづくり協議会と協議し

た。

生活支援

体制整備

・まちづくり協議会の広報紙への掲載に

ついて費用を要することが判明し、セン

ター紹介記事の掲載は未実施である。

・サテライト相談実施会場についてサロ

ン代表者からサロンの場の活用について

提案を得た。



望海中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告）

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残った問

題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

総合相談 継続

一般介護予防

権利擁護

生活支援体制整備

・貴崎校区でみんなの

ひろばを展開し、地域

住民と地域課題につい

て考える機会を作る。

・カレンダーの配布を

継続する。

望

海

結

ん

で

つ

な

い

で

・まちなかゾーン会議（みんな

の広場、地区座談会、健康教

室）を課題解決に向けた場とし

て活用する。

・センターのカレンダ―をツー

ルとして商店等に配布し、セン

ターの啓発と連絡しやすい関係

性を作る。

・まちなかゾーン会議主催

の地域交流イベント「みん

なの広場」を藤江小コミセ

ンで11/18に開催した。準

備のため座談会を14回開催

した。30-40代の子育て世

代の住民にも参加してもら

いスクールガードの後継者

不足等の地域課題について

協議できた。

・まちかど健康教室、サテ

ライト相談を3小学校区で

38回開催した。

・カレンダーを472枚配布し

た。（うち商店・企業など

46枚）

・世代間でそれぞれ地域の課題は感

じていたが、全体で共有する場が設

定できていない。

・カレンダー配布により、センター

の周知を図り、地域の機関と対面で

の関係性づくりができた。

・地域住民の年代を超えた交流

が継続して行われることによ

り、住民同士のつながりが強固

となり、困りごとの相談、発見

が早期に行われる。

・商店、企業などからも困りご

との相談、発見が早期に行われ

る。



望海中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告）

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残った問

題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

医療介護連携 継続

総合相談 継続

権利擁護

包括的継続的

一般介護予防

認知症

生活支援体制整備

生活支援体制整備 継続

総合相談

一般介護予防

認知症

望

海

予

望

海

護

[

A

C

P

ツ

ー

ル

補

完

計

画

]

・「にしあかし版人生会議」の

配付後の取り扱い状況について

分析する。

・人生会議の効果や活用状況を

確認するため居宅介護支援事業

所への巡回を行う。

・シルバーサポーター・キャラ

バンメイト交流会を開催する。

・居宅介護支援事業所への

巡回を9事業所に対して実施

した。事業所に対し、地域

活動への協力や人生会議の

取り組み状況などを聞き

取った。

・藤江校区で座談会を14回

開催した。メンバーには

30，40代の保護者も参加し

てもらい、地区課題につい

て多世代で協議している。

また人生会議に関する情報

提供も行った。

・キャラバンメイト交流会

を12月に開催した。

・オレンジサポーター養成

講座を　6月（中学生向け

35人）、7月（個人向け

40,50代6名）に実施した。

・居宅介護支援事業所への巡回より

人生会議は知っているが、実際取り

組んだことが無い、シートの利用法

が浸透していないことが分かった。

・世代間でそれぞれ地域課題を感じ

ていたことが分かった。令和6年度は

貴崎小学校区のみんなの広場でも同

様の取り組みを継続していく必要が

ある。

・人生会議を知らない地域住民は多

かったが、知る、興味を持ってもら

えるきっかけづくりができた。

・地区のキャラバンメイトと顔の見

える関係性ができ協力依頼がしやす

くなった。

・現役世代に認知症についての周知

はできたが、「認知症に理解ある地

域」になったかどうかを評価するこ

とは難しい。

・人生会議の利用方法が浸透

し、話し合った内容を形に残す

ことが出来るようになる。

・多世代の地域住民に対し人生

会議の理解が進む。

・地域で認知症に対する理解が

深まる。

・人生会議の内容を形

に残す取り組みについ

て、研修や交流会で啓

発する。

・キャラバンメイトと

協力して、多世代に対

しオレンジサポーター

養成講座を行う。

・健康教室などにボラ

ンティアの参加を募

る。

・2次元コードをチラ

シや広報誌、カレン

ダーに用い、住民に対

し明石市社会福祉協議

会やセンターの周知を

図る。

望

海
ニナゾー

・継続的に活動してもらうため

に健康測定会チラシで協力ボラ

ンティアを募る。

・シルバーサポーター・キャラ

バンメイト交流会を開催する。

・9サテライト相談会に4名

のボランティアの協力が

あった。

・藤江校区で座談会を開催

し、担い手不足について若

い世代も含めて協議ができ

た。

・協力してもらったボランティアが

居場所づくりの即戦力になる為の仕

組みが必要。

・若い世代でも担い手に関心がある

事が分かり、SNSなど情報共有の

ツールを活用すれば、新たな担い手

の発掘に繋がる可能性がある。

・50代以下への認知症の啓発を行っ

たところ、担い手に関心がある参加

者もいたため、活動に繋げる仕組み

が必要だと感じた。

・地域活動者が増え、居場所や

つどいの場が増える。

・広い世代に情報発信するツー

ルができる。



野々池中学校区 　地域支援報告書　（令和５年度事業報告書）
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できたか？

達成状況）

やってみてわかったこと、残った

問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほし

い（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

総合相談 継続

権利擁護 継続

生活支援体制整備 継続

・沢池地区のサロンで

虐待や詐欺防止、後見、終

活、認知症についての講義

を実施する。

地域別で相談内容の分析を

行う。

・既存の健康測定会の支援

をしながら、住民で実施し

ていけるように検討する。

・野々池中学校で人生会議

や認知症の方への理解促進

に向けた取り組み展開がで

きるよう働きかける。

・笑くぼ（健康相談会）で

県立看護大学と協働で健康

講座を実施する。

・民生児童委員と介護支援

専門員の交流会を開催す

る。

・相談件数の分析を各小学

校区で実施する。

・キャラバンメイトを取得

している専門職にオレンジ

サポーター養成講座の講師

を依頼したり、地域活動に

参加しもらえるよう関係構

築を図る。

備

え

よ

う

野

々

池

・専門職や介護経験者・キャラバン

メイトが主体となり地域で高齢者や

認知症の方の理解促進につながる場

（講座）を提供する。

・地域活動者やキーパーソンとなる

住民へ高齢者や認知症の方の理解促

進につながる情報を伝え、活動の必

要性の共有、協議の場の立ち上げ、

運営支援を行う。

・参加者同士が自身の悩みを抱える

ことなく、相談しやすい関係性を構

築できる。

・小・中学生やその保護者・介護支

援専門員等の専門職が人生会議、認

知症等を正しく理解することができ

るようにした。

・キャラバンメイトを取得している

専門職にオレンジサポーター養成講

座の講師を依頼するなど、地域活動

へ参加しやすくなるよう働きかけを

行う。

・講座開催について、沢池校

区のサロンの方針とセンター

の考えた課題にずれがあっ

た。

・地域の健康測定会や講座に

て子供から高齢者に向け認知

症や人生会議の啓発を5回実

施した。

・キャラバンメイトを取得し

ている専門職（後見支援セン

ター、居宅介護支援事業所、

福祉用具事業所の職員）と協

働し3回の講座を支援した。

協力事業所は7か所。

・サロンでの講座の開催は難しい

が、住民主体で高齢者や認知症の

方の理解促進につながる場がある

ことが分かった。

・人生会議のアンケートを取り高

齢者には人生会議が浸透しつつあ

ることが分かった。

圏域内の学校に人生会議・認知症

アプローチが出来ていないため、

アンケート、人生会議の資料の配

布方法を調査していく。

・専門職と協働することで関係性

作りができ、多世代の地域住民へ

認知症や人生会議の啓発が必要だ

という課題の共有ができた。

・住民主体で高齢者や認知症の方

の理解がさらに深まる。

・若い世代が認知症や人生会議に

ついて知る機会が増える。（小学

校、中学校、高校、大学）

・キャラバンメイト交流会等で

キャラバンメイトとの関係を構築

でき、キャラバンメイト自身が地

域課題を見つけることができる。

・専門職の地域活動への参加が継

続できる。



 野々池中学校区 　地域支援報告書　（令和５年度事業報告書）
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①
当てはまる事業

評価（目標を達成できたか？

達成状況）

やってみてわかったこと、残った

問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほし

い（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

一般介護予防

生活支援体制整備

包括的継続的

医療介護連携

地域ケア会議

総合相談

・健康測定会に介護支援専門員や福

祉用具事業所等の専門職が参加でき

るよう協力を依頼する。

・健康測定会に圏域内居宅介

護支援事業所2名参加した。

・福祉用具展示会を実施し、

圏域の居宅介護支援事業所、

福祉用具事業所、デイサービ

ス、後見支援センターの専門

職と地域が協力し開催した。

・参加した専門職は今後も地域活

動に参加したいと協力的だった。

・地域住民と専門職が協力し

ながら催しを実施し、地域の活動

が活発化する。

・専門職へ地域活動への参

加要請を継続する。

・このような活動が広がる

ように情報提供する。

継続

集

ま

ろ

う

野

々

池

・松の内で既に行われている活動が

無いか再調査する。

・再調査の結果活動が無い場合は自

主グループの立ち上げ支援を行う。

・松の内の民生児童委員に聞

き取り調査を実施。

個人向けオレンジサポーター

養成講座を実施し、中心とな

る地域活動者を発掘する場と

したが、該当者がいなかっ

た。

・公民館が会合等以外で活用され

ていない事が分かった。

理由として公民館使用料が高額な

ことや、集まりの立ち上げの中心

人物がいないこと等が考えられ

た。

・松の内での健康測定会やマル

シェが開催できる。

・松の内公民館を利用した活動の

場ができる。 継続

・既存の健康測定会の継続支援を行

う。

・新たに1か所健康測定会の立ち上

げを検討する。

・既存の健康測定会3回実施 ・住民自ら企画運営できるよ

うになりつつある。

・住民が負担感が強くならな

いように、健康測定会を企画す

る。

・西明石東町測定会が住民主体で

開催できる。

測定会をきっかけに住民同士のつ

ながりができ、サロンや健康体操

（自主活）の定期開催に繋がる。

・住民主体での測定会が行

えるよう支援していく。

継続

・松の内公民館で健康測定

会を立ち上げる。



大久保中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象 プロジェクト名
やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業

評価（目標を達成できたか？達成

状況）

やってみてわかったこと、残った

問題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

総合相談 継続

地域ケア

会議

権利擁護

認知症

包括的継

続的

・現在関わっている地域活動や

地域資源、フォーマルサービス

との連携を密に行い、地域の情

報を収集する。

・センター主催での行事を通し

て、広く地域住民にセンターが

公的な相談窓口であるとの周知

を行っていく。

大

久

保

中

学

校

区

全

域

地

域

で

の

相

談

を

早

期

に

受

け

よ

う

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

【１】民生児童委員協議会や地域

のサロン、地域活動の場において

センターで相談を受けた事例紹介

を行うことにより、センター機能

や役割等について周知・啓発活動

を行う。

【２】地区の民生児童委員や地域

住民と情報共有を図る場を設定し

てニーズを聞き取る。

【１】広報紙、センター啓発チラ

シ等を地区内サロン８か所、自主

活６か所、民生委員、コミセン、

みんなの給食、認知症カフェ、子

ども食堂、見守り隊に配付。セン

ター機能や役割について周知、啓

発を行った。

・7月29日大久保南小学校夏祭りに

て、健康測定(握力測定)のブースを

出展。握力結果記入用紙裏にセン

ターチラシを記載し、主に子育て

世代へ向けたセンターの周知、啓

発を行った。

・9月19日、20日の2日間で大規模

商業施設にて福祉相談ブースを出

展しセンター周知を実施した。

【２】認知症事例について、当事

者が居住しているマンションの自

治会と話し合いを実施。マンショ

ン内のサロン活動が休止してお

り、自治会としても再開の必要性

を感じているとの意見を聞き取

り、再開に向けての話し合いを

行った。

・民生児童委員と協働し地域のサ

ロンにて「今後の生活について」

のテーマにて人生会議の初期段階

の講話を実施した。

・センター機能や役割等についての

周知・啓発活動を行う中で、セン

ターに寄せられた事例についての地

区別の分析を行った。センターで重

点的に対応した事例は48件。

１.藤が丘地区9件

２.大久保町地区８件

３.ゆりのき地区6件

各地区の人口（藤が丘地区1948

人、大久保町地区の人口6905人、

ゆりのき地区6166人）から相談件

数をみると、藤が丘地区の相談割合

が多く、外部機関へご自身の相談が

しづらかった事例が見られた。な

お、藤が丘地区は高齢化率が1丁目

46.3％(75歳以上27.1％）、2丁目

40.1％(75歳以上25.5％）と明石市

の中でも高い地域であり、今後も支

援が必要な事例が見込まれる。セン

ターに少しでも早く相談いただける

ように周知を行っていく必要があ

る。

 ・高齢者が集う場に出向くこと

で、顔の見える関係ができると

共に、地域活動の参加者にセン

ターの役割が広く周知され、相

談するというハードルが下が

り、早期に支援に繋がるように

なる。



大久保中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象 プロジェクト名
やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業

評価（目標を達成できたか？達成

状況）

やってみてわかったこと、残った

問題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

生活支援

体制整備

その他

生活支援

体制整備

地域ケア

会議
継続

生活支援

体制整備

大

久

保

中

学

校

区

全

域

地

域

活

動

の

担

い

手

発

掘

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・居住地域について住民が興味・

関心を持ち、主体的に地域活動へ

参加していただく為に、養成講座

を実施する。

・はじめての地域活動講座を開

催。大久保市民センターにて、4月

27日、5月18日、6月1日の3回講座

を地域総合支援センター本部主催

で開催。参加者へ生活支援の現状

と課題について説明を行った。ま

た、グループワークにて参加者か

ら参加のきっかけや、どのような

活動に興味を持っているか等グ

ループ内3名の参加者より伺った。

・大久保圏域内参加者は、既に地

域で主となり活動されている方

や、シルバーサポーター受講者、

サロン等での活動に結び付いてい

る方であり、講師側になってもら

うような方々であった。

・興味ある活動や意欲等伺うことが

出来たが、既に活動されている方々

ばかりであり、そこから適切な活動

場所へコーディネートしていく必要

性が無かった。

・大久保地区だけの資源把握ではな

く、市内全域の生活支援コーディ

ネーター等と連携を行いながら、よ

り多くの資源を把握していく必要が

ある。

・活動者のつながりの輪を増や

していき、より活発な地域活動

が出来る様になる。

・シルバーサポーターや、認知

症サポーター養成講座受講者か

らも活動意欲のある方を探して

いく。

・地域のサロンをまわり、担い

手についてのアンケートを行

う。そこから新たな担い手との

マッチングを検討する。

【１】自治会、まちづくり協議

会などに認知症の正しい理解を

広める活動をする。

商業施設や金融機関、医院など

が多い地域のため、それぞれの

機関と連携が取れるような関係

づくりを継続的に進める。

※令和5年の事業計画書の課題に

ついて、まちなかゾーン会議を

主軸としたつながりづくりへ令

和6年度計画を見直している。

【２】まちなかゾーン会議に

て、地域の団体等と防災につい

て一緒に検討できる関係づく

り、及び小地域で多世代交流や

つながりづくりを目的とした取

組を行う。

大

久

保

中

学

校

区

全

域

各

々

に

と

っ

て

心

地

よ

い

つ

な

が

り

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・それぞれの立場で考える地区の

課題を共有して、地区を再確認す

る。

・各々に合った有益な情報につい

て検討する。

・6月20日、第1回まちなかゾーン

会議にて、保健行政部門や保健医

療関係者から地区の特徴や課題を

提示し、3小学校区に分かれて地区

の問題点について意見交換を行っ

た。

・2回目まちなかゾーン会議から、

3小学校区に分かれて課題と課題に

向けた取り組みの意見交換を行

い、第4回目には地域で取り組む方

向性や目標、具体策が決まった。

大久保地区では、歯の健康づく

り、大久保南地区では、防災、谷

八木地区ではフレイル予防の取り

組みを通して、世代を問わず、つ

ながりを作る事の必要性を住民と

共に考えていく機会を作る。

認知症に関わる警察からの相談につ

いて今年度大久保地区は28件あ

り。

１.ゆりのき地区8件

２.大久保町5件

３.谷八木地区・八木地区各4件。

また、ゆりのき地区で重点的に対応

した事例6件のうち4件が認知症に

よる相談であった。また、明石市の

人口増加のうち75％はこの地区に

集中しており、20年間で人口が倍増

した転入者の多い地区である。20

代や40代50代の増加により高齢化

率は15.99％と低率だが、高齢化率

は年々上昇している。若い世代も含

めた地域住民全体に認知症の正しい

理解を広めていく必要がある。

若い世代も含めた地域住民全体

に認知症の理解を広げ、認知症

になっても住み続けることがで

きる町を目指す。

転入者が多く、顔の見える関係

が築きにくいため、地域とのつ

ながりや多世代交流の機会を持

ち、防災に強い町、次世代がい

きいき暮らせる町を目指す。



大久保北中学校区　地域支援報告書（令和５年度事業報告書）　

対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

総合相談 継続

認知症

権利擁護

地域ケア

会議

生活支援

体制整備

総合相談 中止

一般介護

予防

 ・第2回地域ネットワー

ク会議を開催。参加者

から、多世代交流につ

いての課題や後継者が

いないという地域課題

の問題点についてヒア

リングを実施し、今後

のアプローチの方向性

を検討する。

西

脇

西

脇

地

域

活

動

継

続

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

①高年クラブと自主活の協力体制

のきっかけづくりを行いつつ、地

域の集いの場の継続を支援し、活

動が途絶えないようにする。

②現在、サロンに来ている人が継

続して来られるように後方支援を

行う。

①高年クラブ会長から自主活

が無事に立ち上がっている事

を確認した。また、世代間交

流についての希望も聞き取っ

た。

②高年クラブ新規加入者を増

やしたいという希望を聞け

た。

①自治会や地域行事は、昔から

住んでいる住民の方達で行って

おり新しく転居してきた住民の

方が入りにくい状況。子どもが

多く、世代間交流の希望も聞か

れた。地域行事には子どもが多

く参加するなどの強みもある。

②令和7年西脇会館の建て替えが

決まり、建て替え中は近くの建

物で活動を継続される見通し。

高年クラブの活動を住民が知る

機会が少ない。

①既存の行事を活かして、子ど

も会、自治会、高年クラブで話

し合いができる。世代間交流の

活動が活発になる。

地域行事や活動を周知し、新住

民の参加や高年クラブ会員数が

促進される。

②西脇会館建て替え中も、地域

の活動が継続できる。

高年クラブと自主活に

ついては、継続して活動

が行われており、問題な

く継続出来ているた

め、課題解決した。活

動拠点である西脇会館

が、今年度建て替えの

予定であるため、活動

規模が縮小されている。

再建後、新たに活動が

再開された時に、新た

な課題について検討を

行う。
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・サロン参加者の参加ニーズを把

握するためヒアリングを実施

・地域のキーパーソンに対するヒ

アリングを実施し、実際の地域課

題の確認と今後のアプローチ方法

の見極めをする。

・今後、他地区と合同で地域

課題の解決に向けた地域ネッ

トワーク会議を実施予定のた

め、その流れをくみながら必

要があればアンケートを検討

する。

・自治会長に依頼しセンター

のチラシ回覧を実施。安否確

認事業の登録者3名を訪問

し、生活状況聞き取り。地域

ネットワーク会議を開催。地

域の課題を参加者と共有でき

た。

・地域ネットワーク会議で、花

壇の整備やボランティア活動の

効果を共有。多世代との交流や

後継者問題についての課題が挙

げられた。

・個々に合った情報収集の方法

で、必要な情報を入手できる。

・地域の実情に即したボラン

ティア活動ができる。
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対象
プロジェクト

名、課題№

やったこと、実績

、計画した課題①

当てはま

る事業

評価（目標を達成できた

か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ

た問題②

更にそのその先に最終的にこうなって

ほしい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針

総合相談 拡充

地域ケア会議 その他

生活支援

体制整備

・転居後も必要な支援

を継続して行う。

・転居地の民生児童委

員との連携を行う。

・転居地の地域資源へ

つなぐ。

⇒R6年度は、生活見守

りプロジェクトに改名
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ー

ン

会

議

・他団体と話し合うことで、大久

保北地区内の支援活動の相互理解

をすすめ、「顔が見える関係」づ

くりが出来るように支援する。

・参加団体同士の横のつなが

りを強みとして、防災をテー

マに取り組む事となった。

3年計画として、今年度は防

災の知識を深めるために講話

を聞く事となった。

・センター主導となりがちであ

る。発言が控えめな団体もあ

り、意見が偏りがちとなってい

る。

それぞれの思いはあるが、意見

がまとまりにくく、まちなか

ゾーン会議の意義が不明確と

なっている。

・参加団体がまちなかゾーン会

議の役割を理解し、主体的に取

り組む事ができる。北地区の要

援護者が住み慣れた地域で、災

害があっても安全安心に暮らし

てくことができる。

・まちなかゾーン会議の

役割を考え直し、防災

イベントの内容を決定

する。
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・民生児童委員、協力委員の見守

りネットワーク機能を強化するた

めに、担当地区の民生児童委員と

情報共有、連携をさらに充実させ

る。

・今年度の地区担当職員と担

当民生児童委員とで顔合わせ

を行い、市住の居住者に関す

る課題について確認できた。

・民生児童委員と住宅課から

3件（認知症や障害者の居る

世帯）転居の相談を受けてい

る。

・住宅課と連携をとりなが

ら、介護保険申請代行などの

支援を行っている。

・取り壊しの方向性が決まって

いる。時期は未定だが、転居の

ための支援が必要となる可能性

がある。

・複合多問題のある世帯が多

く、転居のための手続や支援が

必要な状態である。

・民生児童委員と連携を取りな

がら転居への支援ができる。

・高齢者世帯、複合多問題のあ

る世帯が必要な時にすぐに支援

につながる。民生児童委員と見

守りが必要な世帯の共有ができ

ている。
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